
特別支援教育と作業療法の
連携と実践を深める

京都府作業療法士会

特別支援教育OTチーム委員・副会長

加藤 寿宏

KY Ｏ



平成19年度 京都府作業療法士会
特別支援教育ＯＴチーム設立目的

 学校と個人の連携からシステムの連携へ

 作業療法の啓発と地域貢献

 学校での子どもたちの姿を作業療法士が知る

医療・福祉現場での支援内容の充実

学校という集団・学びの場での具体的支援

 作業療法士の卒後教育

子どもの生活の場である学校が

すべての子どもたちにとって有意義な場となるよう



予 算

学校訪問

研修会

冊 子

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

特別支援教育に活か
すOTの知と技 650部

400部 1000部

特別支援教育に活かすOTの知と技
事例集 1200部

作業療法推進活動パイロット事業

京都府作業療法士会

特別支援教育に活かす
OTの知と技 800部

PDFにてHPに掲載



平成22年度
京都府士会作業療法推進パイロット事業

 特別支援教育の対象児のほと
んどが困難さをもつ教科学習
に対する作業療法の有用性を
京都府内を中心とし全国の学
校教育現場に啓発・広報する。

京都府では作業療法と特別支援教育の連携の「広がり」に一定の
成果をあげている。特別支援教育に作業療法が根付くためには
「広がり」のみでなく「深まり」も不可欠。

 OTチームの活動や実践報告
を公表し、特別支援教育と作
業療法のあり方のモデルを全
国に提示する。

 学校訪問

 研修会

 特別支援教育に活かす

OTの知と技 発行



平成20年度全国連合小学校長会（全連小）
特別支援教育委員会調査結果



OTチーム依頼 学校訪問流れ



学校訪問数（校内研修含む）

22名の委員（大学院生2名）



平成22年度 学校訪問

＋
メンバーが勤務す
る施設の地域療
育等支援事業

■京都府教育委員会委嘱による11ヶ所の地域支援センター巡回相談チーム

■国のモデル事業による特別支援学校訪問

OTチーム 校内研修17件・事例相談15件



相談事例数と所属



相談事例の主訴（一事例で複数主訴）
特別支援学校・就学前除く



学校訪問まとめ

 平成20年度から作業療法士の依頼窓口の半数以上は、予算
が先方持ちの、京都府教育委員会委嘱の地域支援センター
と国のモデル事業になってきている。

 学校訪問数は平成21年度と大きな変化はないが、これは
ニーズに変化がないのではなく、OTチームのマンパワーと
しての問題であり、依頼を断ることも多くなっている。



学校訪問まとめ

 20年度より教科学習に関する主訴が増えており、3年間同様
の比率を占めている。作業療法士が、学校での中心的活動で
あり、最終課題として残る教科学習に応える可能性がある職
種と認識されてきたと考える。

 21年度より聴覚・音声系が関与する読みの問題、数概念、文
章題理解など、主訴に対して十分に応えられない事例も増え
ており、22年度も難しい事例が増えている。チーム内で情報
を共有し、研鑽しあうことで、教育現場のニーズに応えうる
知識と技術を高めることが急務な課題となっている。

 特に教育カリキュラム、教育法など教師の専門知識を知る必
要性を強く感じる。



特別支援教育に活かす作業療法の知と技
OTからみた子どもの行動・学習・コミュニケーション





平成2２年3月
 具体的な事例を通
し、OTの評価・支
援を解説する

 21事例（保育所・
幼稚園2・小・中学
校14・特別支援学
校5）

 67頁

 京都府内全小中学
校・特別支援学校、
OT協会会員
1000部

平成20年１月
 学校でみせる子ど
もの姿を教員にイ
ンタビューし、そ
の内容に答えるQ＆
A方式の冊子

 Q35

 キーワード集 15

 53頁

 京都府内全小中学
校・特別支援学校、
OT協会会員
2050部

平成2３年３月
 初版を改訂し、教科
学習内容を充実させ
る。具体的な子ども
の姿をあげる

 Q66（生活・行動
37、学習29）

 キーワード集 1７

 109頁

 京都府内全小中学
校・特別支援学校、
800部

 PDFにしダウンロー
ドできるようにした

OTが何を支援で
きるのかを提案

OT紹介
連携のきっかけ

OTの具体的な支援
を事例を通して提示

OTを見せる
連携を具体化

教科学習も支援しうる
職種であることを提示

OTの有用性
連携を深め・強める



まとめ

 OTが活動できる教育の場は地域により差はあるが、急
速に増えている。ニードは山ほどあり、京都では非常勤
ではあるが予算がつく仕事も急増している。

OTが特別支援教育に欠かせない存在となっても

 OTが教育現場に作業療法士として常勤として入る方法
はない？（自立活動実習助手、特別免許状等により勤務
が可能となっている地域もあるが、OTとしてではない。
給与体系が教員と異なる、自立活動が中心となるため仕
事に制限、また、地域の学校には？）



今後の課題
制度（法律）を作る以外にはない？

 OTチームとしては

特別支援教育の中で何ができるのかを19年度

から発信

5年目の今年度に成果のまとめ

 協会としては

国との交渉
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